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＜ポイント＞ 

・ 徳島大学病院が着床前胚異数性検査を先進医療として実施することが決定し

た 

・ これにより、本検査と保険診療の併用が可能となり、ここで得られた結果は将

来における保険導入の評価に用いられることになる 

 

＜報道概要＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

お問い合わせ先 

徳島大学病院産科婦人科 

診療科長 岩佐 武 

電話番号 088-633-7177 

メールアドレス iwasa.takeshi@tokushima-u.ac.jp 

770-8501 

徳島市新蔵町二丁目 24 番地 

電話番号 088-656-7021 

https://www.tokushima-u.ac.jp / 

現在、生まれてくる子どもの 10 人に 1 人は体外受精による妊娠とされてい

ます。一方、体外受精を続けても妊娠に至らない、若しくは妊娠しても流産を

繰り返すカップルが一定数いらっしゃいます。着床前胚異数性検査は、体外受

精で得られた受精卵（胚）の一部を用いて検査を行い、この結果をもとに妊娠

の可能性が高く、流産のリスクが低い胚を選択する方法です。 

この度、徳島大学病院は着床前胚異数性検査を先進医療として実施するこ

とになりました。これにより、本検査と保険診療の併用が可能となり、ここで

得られた結果は将来における保険導入の評価に用いられることになります。 

着床前胚異数性検査の先進医療を開始 

〜妊娠率の向上、流産予防への効果を検証〜 


